
▲向こう２年の運動方針などを決めた第92回定期大会

▲決意と抱負を述べる
野中靖志盛岡市議

　

８
月
27
日
〜
29
日
、
福
岡
市

福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

自
治
労
第
92
回
定
期
大
会
が
開

催
さ
れ
、
２
年
間
の
運
動
方
針

と
19
人
勧
・
確
定
闘
争
方
針
な

ど
の
当
面
の
闘
争
方
針
を
確
立

し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
、
自
治
労
本

部
川
本
中
央
執
行
委
員
長
は
、

「
８
月
７
日
人
事
院
勧
告
が
さ

れ
、
６
年
連
続
の
賃
上
げ
勧
告

と
な
っ
た
。
民
間
春
闘
の
流
れ

を
踏
ま
え
賃
上
げ
傾
向
と
な
っ

た
こ
と
は
一
定
の
評
価
だ
が
、

中
高
齢
層
職
員
の
賃
金
水
準
を

は
じ
め
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

ま
た
、
住
居
手
当
を
巡
っ
て
は

地
方
の
実
情
に
応
じ
た
改
善
を

実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
交

渉
も
山
場
を
迎
え
、
確
定
闘
争

と
並
行
し
た
課
題
。
自
治
労
全

体
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
先
の
参
議
院
議

員
選
挙
で
は
組
織
内
候
補
が
勝

利
し
た
。
し
か
し
、
得
票
数
で

は
組
合
員
総
数
を
大
幅
に
下
回

る
結
果
で
あ
り
、
組
織
力
量
の

低
下
が
危
惧
さ
れ
る
。
政
治
闘

争
は
日
頃
か
ら
の
職
場
で
の
取

り
組
み
が
あ
っ
て
結
集
で
き
る

も
の
。
組
織
力
量
の
回
復
の
た

め
に
も
原
点
で
あ
る
職
場
で
の

運
動
強
化
、
組
合
員
の
共
感
が

得
ら
れ
る
運
動
づ
く
り
、
そ
し

て
組
織
拡
大
を
進
め
躍
動
す
る

自
治
労
運
動
を
築
く
た
め
、
２

年
間
の
運
動
方
針
を
提
起
す
る
。

活
発
な
発
言
で
補
強
を
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

運
動
方
針
と
し
て
、
「
職
場

要
求
に
基
づ
き
、
仲
間
の
働
き

方
と
生
活
改
善
」
（
賃
金
改

善
・
人
員
確
保
闘
争
等
）
、

「
地
域
に
ね
ざ
し
、
総
合
力
と

多
様
性
の
自
治
体
を
め
ざ
す
」

（
制
度
政
策
要
求
、
政
治
闘
争
、

改
憲
阻
止
、
脱
原
発
）、
「
つ

な
が
り
合
い
、
支
え
合
え
る
組

合
を
作
り
、
組
織
を
強
化
す

る
」
（
新
採
用
職
員
等
の
組
織

化
、
次
代
の
担
い
手
育
成
な

ど
）
の
柱
と
と
も
に
、
各
課
題

の
運
動
目
標
に
つ
い
て
提
起
さ

れ
た
。
岩
手
か
ら
は
自
治
労
県

本
部
・
及
川
書
記
長
（
県
職

労
）
が
発
言
。
重
点
支
援
県
本

部
と
し
て
の
取
組
み
と
し
て
県

職
労
の
新
採
用
者
加
入
促
進
の

取
組
み
報
告
と
今
後
の
組
織
拡

大
に
向
け
た
決
意
と
本
部
の
支

援
要
請
、
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
に
係
る
中
央
段
階
で
の
総

務
省
対
策
の
強
化
（
法
の
趣
旨

に
沿
っ
た
制
度
運
用
を
各
自
治

体
に
指
導
す
る
こ
と
、
地
方
財

政
措
置
）
を
求
め
た
。
他
県
本

部
か
ら
も
、
参
院
選
結
果
を
踏

ま
え
た
組
織
強
化
と
政
治
闘
争

の
推
進
、
実
行
力
あ
る
長
時
間

労
働
是
正
策
の
要
求
推
進
、
現

業
闘
争
強
化
に
よ
る
人
員
確
保

等
を
発
言
、
本
部
方
針
を
補
強

し
た
。

　

運
動
方
針
は
賛
成
多
数
で
採

択
。
さ
ら
に
２
年
間
の
役
員
選

挙
が
行
わ
れ
、
川
本
委
員
長
を

先
頭
と
す
る
役
員
体
制
が
確
立

さ
れ
た
。
最
後
に
、
川
本
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
自
治

労
運
動
の
前
進
を
誓
い
合
っ
た
。

　

９
月
７
日
（
土
）
に
都
南
つ

ど
い
の
森
に
て
、
新
採
用
組
合

員
の
歓
迎
と
若
手
組
合
員
の
交

流
を
目
的
と
し
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流

会
を
開
催
し
た
。
こ
の
交
流
会

の
中
で
、
参
加
者
の
一
人
が
話

し
た
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

「
組
合
は
固
い
組
織
だ
と
思
い
、

こ
れ
ま
で
参
加
で
き
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
今
日
は
凄
く

楽
し
い
で
す
！
」
。
主
催
者
と

し
て
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
言
葉

を
聞
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
分

た
ち
の
取
組
は
間
違
い
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
思
い
を
強
く
し

た
。

　

実
の
と
こ
ろ
、
今
回
の
交
流

会
の
企
画
か
ら
実
施
ま
で
の
流

れ
は
、
従
来
の
そ
れ
と
は
大
き

く
違
う
。
以
前
は
、
役
員
が
企

画
し
実
施
す
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

型
の
体
制
で
あ
っ
た
が
、
仲
間

一
人
ひ
と
り
の
主
体
性
を
重
視

し
、
役
員
以
外
の
仲
間
の
提
案

を
主
軸
に
企
画
し
実
施
す
る
こ

と
、
つ
ま
り
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型

の
体
制
に
改
め
た
。
ま
た
既
存

の
周
知
方
法
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
、
そ
の
周
知
に
努
め
、

参
加
者
の
取
り
ま
と
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
約
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で

行
い
、
主
催
者
・
参
加
者
の
負

担
軽
減
も
図
っ
た
。
こ
れ
ら
の

取
組
に
よ
っ
て
、
広
く
仲
間
に

開
催
の
趣
旨
が
理
解
さ
れ
、
44

人
も
の
参
加
者
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
と
思
う
。

　

交
流
会
に
参
加
し
た
多
く
の

仲
間
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
！
」

と
い
う
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
。

今
回
の
取
組
を
契
機
と
し
て

「
組
合
の
活
動
は
楽
し
い
！
」

と
い
う
意
識
を
醸
成
し
、
み
ん

な
で
考
え
、
み
ん
な
で
行
動
す

る
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

　

県
職
労
現
業
評
議
会
は
８
月

10
日
、
午
後
３
時
半
か
ら
盛
岡

市
繋
の
「
清
温
荘
」
で
第
60
回

定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
山
口
議
長
は
「
現
業
労
働

者
に
対
す
る
国
の
合
理
化
攻
撃

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、

県
職
労
本
部
と
の
連
携
を
強
め

な
が
ら
２
０
１
９
確
定
闘
争
で

の
賃
金
改
善
や
人
員
獲
得
に
向

け
て
全
力
を
挙
げ
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

続
い
て
大
﨑
委
員
長
、
中
坪

高
校
現
業
員
組
合
執
行
委
員
長

か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
い
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
運
動
方
針

な
ど
提
案
さ
れ
た
議
案
す
べ
て

を
賛
成
多
数
で
承
認
、
山
口
議

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会

し
た
。

　

県
職
労
宮
古
支
部
は
８
月
１

日
、
新
体
制
を
確
立
し
た
。

　

支
部
長
に
は
小
笠
原
靖
さ
ん

を
再
選
。
新
書
記
長
に
多
田
野

修
さ
ん
を
新
た
に
選
出
し
て
支

部
の
活
度
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

役
職
・
氏
名
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

宮
古
支
部

支
部
長

小
笠
原　

靖
（
児
童
相
談
所
）

副
支
部
長

前
川　

伸
也
（
岩
泉
土
木
セ
ン
タ
ー
）

小
田
嶋
世
房
（
宮
古
土
木
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

多
田
野　

修
（
林
務
室
）

書
記
次
長

大
澤　
　

仁
（
林
務
室
）

執
行
委
員

安
嶋　

幸
司
（
県
税
室
）

吉
田　

昌
史
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

小
野
寺　

理
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

立
花　

真
一
（
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

酒
井　

恵
一
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）

鈴
木
小
百
合
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

自治労第29回大会

原
点
で
あ
る
職
場
で
の
運
動
強
化
を

「
共
感
」得
る
取
り
組
み
か
ら「
躍
動
」す
る
自
治
労
運
動
へ

▲人員補充や賃金改善などに向け意思統一をはかった現業総会

▲好評のBBQ

▲参加者で記念撮影

ミ
ニ
学
習
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
交
流
深
め
る

青
婦
部
が
秋
の
交
流
会
開
催

ー 

青
婦
部
書
記
長　

高
橋
幸
宏 

ー

現
業
評
議
会
が
定
期
総
会

人
員
確
保
・
賃
金
改
善
に
全
力

宮
古
支
部
・
新
体
制
を
確
立

小
笠
原
支
部
長
・
多
田
野
書
記
長
体
制
で
活
動
ス
タ
ー
ト

　

８
月
25
日
に
行
わ
れ
た
盛

岡
市
議
会
議
員
選
挙
で
、
県

職
労
の
皆
様
の
大
き
な
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
、
３
，
１

３
５
票
を
獲
得
し
当
選
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
17
位
）
。

こ
の
間
の
ご
支
援
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
今
回
の
選
挙
戦
を
通

じ
て
、
盛
岡
市
が
直
面
し
て
い

る
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
の
問
題
に
市

が
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
こ
と
を
訴
え
て

き
ま
し
た
。

　

盛
岡
市
の
「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
２
０
２
０

年
に
、
市
の
人
口
が
二
十
五
万

人
を
切
る
と
い
う
推
計
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
若
者
が
盛
岡
市
で
働

き
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、

育
て
て
い
け
る
環
境
の
整
備
に

市
と
中
小
企
業
者
、
農
業
者
や

職
場
の
労
働
組
合
が
連
携
し
て

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
「
少

子
化
」
に
歯
止
め
を
か
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
最
低
賃
金
の

引
上
げ
、
労
働
時
間
の
短
縮
、

保
育
環
境
整
備
、
不
妊
治
療
の

公
費
助
成
の
拡
大
な
ど
に
つ
い

て
、
議
会
で
訴
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
安
倍
政
権
が
２
０
２

５
年
ま
で
に
、
さ
ら
に
地
方
公

務
員
を
３
万
人
削
減
す
る
方
針

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
自
治
体
職
員
の
人
員

削
減
に
歯
止
め
を
か
け
、
過
重

労
働
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、

来
春
か
ら
始
ま
る
「
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
」
に
つ
い
て
、

自
治
体
職
場
で
働
く
非
正
規
労

働
者
の
雇
用
の
安
定
と
処
遇
の

改
善
を
め
ざ
し
、
地
方
議
会
を

通
じ
て
、
自
治
体
職
場
の
実

態
を
政
府
に
訴
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
に
は
県
人
事

委
員
会
勧
告
が
出
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
県
職
員
の
く
ら

し
を
守
る
立
場
で
、
月
例

給
・
一
時
金
の
全
世
代
の
引

き
上
げ
と
諸
手
当
の
改
善
な

ど
、
県
職
労
の
皆
様
と
と
も

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
支

援
に
心
か
ら
感
謝
し
、
今
後

と
も
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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















ご
支
援
に
改
め
て
感
謝

盛
岡
市
議
会
議
員
　
野
中
や
す
し

働
く
者
の
視
点
で
全
力
挙
げ
る

【
知
事
選
】

　

現
職
「
達
増
拓
也
」
さ
ん
が

自
民
系
候
補
に
24
万
票
の
大
差

で
勝
利
を
収
め
た
。
達
増
知
事

は
４
野
党
共
闘
の
統
一
候
補
と

し
て
擁
立
。
参
議
院
議
員
選
挙

「
横
沢
た
か
の
り
」
に
次
い
で

野
党
統
一
候
補
と
し
て
、
安
倍

政
権
の
中
央
集
権
的
な
政
治
に

Ｎ
Ｏ
を
突
き
つ
け
、
県
民
の
幸

福
度
を
高
め
る
施
策
に
全
力
を

挙
げ
る
県
民
の
民
意
を
示
す
こ

　

２
０
１
９
政
治
決
戦
の
最
終
局
面
と
な
る
知
事
選
・
県
議
選
の
投
開
票
が
９
月
８
日
行

わ
れ
、
知
事
選
で
は
県
職
労
推
薦
「
達
増
拓
也
」
さ
ん
が
圧
勝
し
た
。
県
議
選
で
県
職
労

は
推
薦
候
補
者
の
必
勝
に
向
け
支
持
浸
透
に
全
力
を
挙
げ
た
結
果
、
盛
岡
・
花
巻
・
北
上

選
挙
区
で
再
選
を
果
た
し
た
。
一
方
、
奥
州
・
一
関
選
挙
区
は
残
念
な
が
ら
議
席
に
届
か

な
か
っ
た
。
県
職
労
は
推
薦
県
議
と
連
携
し
、
県
職
労
課
題
は
も
と
よ
り
、
働
く
者
の
立

場
で
県
政
課
題
の
改
善
に
向
け
全
力
を
挙
げ
る
。

と
が
で
き
た
。
県
職
労
と
し
て

も
２
年
前
か
ら
知
事
と
の
直
接

の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
県

職
労
を
取
り
巻
く
課
題
を
訴

え
、
知
事
か
ら
真
摯
に
対
応
す

る
姿
勢
を
確
認
し
て
い
る
。

　

達
増
知
事
の
再
選
を
受
け
、

県
職
労
は
、
労
使
の
緊
張
関
係

を
保
ち
つ
つ
、
互
い
の
立
場
か

ら
職
員
の
勤
務
労
働
条
件
改
善

に
向
け
て
真
摯
な
対
応
を
求
め

て
い
く
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

当
面
、
向
こ
う
４
年
間
の
労
使

関
係
と
と
も
に
、
賃
金
・
労
働

条
件
課
題
に
関
す
る
改
善
姿
勢

を
確
認
す
る
た
め
、
知
事
と
の

意
見
交
換
の
場
の
設
定
を
追
求

し
て
い
く
。

【
県
議
選
】

　

県
職
労
で
は
、
推
薦
候
補
者

６
人
の
必
勝
に
向
け
て
組
合
員

等
へ
の
支
持
浸
透
に
全
力
を
挙

げ
た
（
そ
の
う
ち
、
滝
沢
選
挙

区
・
柳
村
一
さ
ん
は
無
投
票
当

選
を
果
た
し
た
）
。

　

盛
岡
選
挙
区
・
小
西
和
子
さ

ん
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
や
若
手
の
新
人
候
補
が
乱
立

す
る
厳
し
い
選
挙
戦
の
な
か
、

８
，
８
０
３
票
を
獲
得
し
、
見

事
５
位
当
選
を
果
た
し
た
。
選

挙
戦
で
は
、
子
ど
も
の
貧
困
の

解
消
を
は
じ
め
生
活
者
・
働
く

者
の
視
点
か
ら
の
県
政
推
進
を

訴
え
、
支
持
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

花
巻
選
挙
区
・
木
村
幸
弘
さ

ん
は
、
が
ん
の
闘
病
を
経
て
、

労
組
課
題
に
加
え
て
、
地
域
医

療
の
改
善
な
ど
を
訴
え
、
社
民

党
の
い
の
ち
・
暮
ら
し
・
教

育
・
平
和
の
施
策
を
訴
え
、
粘

り
強
い
闘
い
で
８
，
３
９
８
票

を
獲
得
し
、
４
位
当
選
に
滑
り

込
ん
だ
。

　

北
上
選
挙
区
・
佐
藤
ケ
イ
子

さ
ん
は
自
治
労
組
織
内
議
員
と

し
て
の
実
績
と
と
も
に
、
北
上

地
域
の
振
興
策
を
訴
え
、
８
，

８
１
０
票
を
獲
得
し
、
激
戦
の

末
に
２
位
当
選
と
な
っ
た
。

　

奥
州
選
挙
区
・
佐
々
木
ゆ
み

こ
さ
ん
は
新
人
候
補
と
し
て
教

育
職
場
の
経
験
を
活
か
し
た
生

活
・
暮
ら
し
の
改
善
を
訴
え

た
。
ま
た
、
一
関
選
挙
区
・
千

葉
進
さ
ん
は
、
再
選
を
め
ざ

し
、
地
域
の
声
を
県
政
に
！
の

モ
ッ
ト
ー
で
支
持
拡
大
を
は
か

っ
た
。
組
合
員
の
懸
命
な
支
持

浸
透
で
情
勢
を
盛
り
返
す
べ
く

必
死
に
闘
っ
た
も
の
の
、
残
念

な
が
ら
、
議
席
に
届
か
な
っ

た
。

　

県
職
労
は
当
選
議
員
と
連
携

し
、
定
期
的
に
県
職
労
課
題
を

共
有
し
な
が
ら
、
県
政
課
題
の

改
善
に
向
け
全
力
を
挙
げ
る
。

　

参
院
選
・
盛
岡
市
議
選
・
県

議
選
等
の
一
連
の
政
治
闘
争
は

区
切
り
を
迎
え
た
。
厳
し
い
結

果
も
あ
っ
た
が
、
国
政
・
県

政
・
盛
岡
市
政
に
意
見
反
映
で

き
る
議
員
が
確
保
で
き
た
こ
と

は
一
連
の
取
り
組
み
の
大
き
な

成
果
。
長
期
間
に
わ
た
る
組
合

員
の
取
り
組
み
に
感
謝
し
ま
す
。

▲早々と当選が決まり喜びの万歳三唱をする達増拓也氏（右から４人目）

▲厳しかった選挙戦を振り返りあいさつする小西和子さん

▲４選を決めて喜びの万歳三唱をする木村幸弘さん（写真中央）

▲事務所に詰めかけた支持者に迎えられる小西和子さん

▲２期目当選を果たして万歳を行う佐藤ケイ子さん

小西・木村・佐藤が当選‼

知事選  達増氏40万票獲得し５選を果たす
ー 県職労・互いの緊張関係保ち、職員の勤務・労働条件改善に全力 ー

〔盛  岡〕 〔花  巻〕 〔北  上〕

佐
々
木
友
美
子（
奥
州
）、
千
葉
進（
一
関
）議
席
届
か
ず

県
職
労
課
題
前
進
の
た
め
当
選
県
議
と
の
連
携
強
め
る

【2019県知事選挙結果】
当選　達増　拓也（402,803票）
　　　及川　　敦（155,504票）

【2019県議会議員選挙結果】
当選　小西　和子（盛岡）8,803票（5位）
当選　木村　幸弘（花巻）8,398票（4位）
当選　佐藤ケイ子（北上）8,810票（2位）
落選　佐々木友美子（奥州）5,585票（8位）
落選　千葉　　進（一関）7,740票（6位）

自
治
労
県
本
部
定
期
大
会

◆
日
時
：
２
０
１
９
年
９
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
：
盛
岡
市
「
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
」

※

各
支
部
は
代
議
員
の
選
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
各
支
部
１
人
、
中
央
執
行
委
員
会
５
人
、
現

業
評
議
会
・
青
年
婦
人
部
は
各
１
人
の
選
出

と
な
り
ま
す
。）

県
議
選
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